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日本雪氷学会北海道支部規約   

第1条 不支部は日本雪氷学会北海道支部と称し、事務所を札幌陀おく。  

第2 条 本支部は日本雪氷学会定款第4条の目的を達成する為忙下記の事業を行う。  

1・雪氷封よび寒冷陀関する調査及び研究。  

2・雪氷および寒冷陀関する研究会、講演会、座談会、見学会の開催。  

3．その他本支部の目的達成陀必要な事業。  

第3 条 本支部の会員は北海道地方在住の日本雪氷学会正会員、団体会長、賛助会員および名誉会員と  

する。  

第 4条 本支部忙次の役員をおく。  

支部長 1 名  

支部理事 若干名（内支部地方理事若干名を含む）  

支部監査  2 名  

支部幹事 若干名（内幹事長1名）  

第5 条 支部長、支部理事および支部監査は支部総会忙おいて支部会員の中から選任する。  

第6 条 支部幹事（幹事長を含む）は支部会員のうちから支部長が委嘱する。  

第 7 条 支部長は本支部を代表しその会務を総理する。  

第8 条 支部理事は、支部理事会を組織し重要な事項を決議する。  

・支部理事会の議長は支部長とする。  

第 9 条 支部監査は支部の会計を監査する。  

第10条 支部幹事は支部幹事会を組織し、支部長の指示を受けて、会務並び忙会計を処理する。  

第11条 役員の任期は1ケ年とする。ただし醜を妨げない。  

第12条 本支部に顧問をおくことができる。  

第13条 顧問は必要陀応じて本支部の指導にあたる。顧問は理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱す  
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る。  

第14条 本支部は毎年1回定期総会を開く外必要に応じ臨時総会を開く。  

第15条 総会陀おいては下記事項の承認を受けなければならない。  

1．会務並び忙会計の報告  

2．新年度の事業方針  

3．役員の決定  

4．規約の変更  

5．その他重要な事項  

第16条 本支部の経費は下記の収入陀よってとれをまかなう。  

1．本部よカの交附金  

t2．寄附金その他  

第17条 本支部の事業年度は毎年4月よれ翌年3月までとする。  

附  則 本規約は昭和34年5月18日よカ施行する。  

昭和53年6月8日改正  



巻  頭  言  

濱 五 郎（支部長）  

去る6月7日の支部総会で今年度も引き続き支部長を仰せつか 。平素のわが微力を思うと、じ  

くじたるものがありますが、会員各位のお力添えをいただきながら の事業を進めて参りたいと存じ  

ますので、宜しくお願い致します。   

昨年度も恒例のように、研究発表会、講演会、談話会等が行 たが、夫々盛会でありました。  

これも皆様の御蔭と感謝しております。特に今年2月、小樽市で行なわれた「小樽の冬と暮らし」の談話  

会では、地元小樽市の教育委員会をはじめ、小樽の方々の大きな いただきました。厚く御礼申し  

上げます。   

また、昨秋は釧路市で全国大会が開かれました。これは本部の りますが、当支部としまして  

も、プログラム編成その他、側面からの支援を行いました。釧路大 ん評判がよく、特に大々的な  

ポスターセッションが初めて行なわれましたが、成功裡に終りました。地元釧路在住の僅か4人の会員が  

寝食を忘れてその衝に当られたこと、また、北海道、釧路支庁、 方圏センター、および北海道  

電力、日本電設等多くの企業の万々から絶大な徽支援をいただき に改めて感謝の意を表するも  

のであります。   

さて、雪氷学会は昭和14年3月14日、日本雪氷協会として発 なり、今秋その記念事業が行  

なわれることになっております。北海道でも記念講演会、写真展などが予定されております。   

また、当支部は昭和34年5月18日に設立され、来年で満30年を迎えます。一昨年東北支部が発足し、昨  

秋は北信越支部が設立されましたが、北海道支部はその先輩支部として今後益々研礫につとめなければな  

らないと存じます。そのような意味を含め、来年は支部設立30周年事業を行なうことが先日の総会で提案、  

承認きれました。50周年、30周年と続きますが、御協力をお願い致します。具体的な内容につきましては  

目下、作業部会が検討中で、本誌にその原案が掲載されておりますので御意見をお寄せいただければ幸い  

と存じます。   

ところで、雪氷の問題は「古くて新しい」といわれます。雪国社会が急速に変容しつつある現在、雪氷  

の問題も変化しつつあり、新たな対応に迫られております。また、雪氷の積極利用も強くいわれておりま  

す。それをうけて国でも「克雪、利雪」を重要課題にとり上げ、また、北海道をはじめ、雪国の各自冶休  

も克雪、利雪を積極的に推進しております。われわれ北海道支部も、単に学問的な研究だけでなく、社会  

のこ－ズに応えられるように応用面での努力をしなければと存じます。   

それには先ず、雪氷に関する情報交換が必要かと存じますが、その点、雪氷学会は大いに有効に利用で  

きる場であります。学会のいろいろな機会を利用して会員同士がお互に顔見知りとなり、知識・情報を交換  

し、議論できる仲間をふやすことが結局は会員の利益にもつながり、ひいては社会の要請に応える道につ  

ながるかと存じます。   

終りに、重ねて会員各位の御支援を宜しくお願い致します。有難うございました。  
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ハリギリの冬芽と開葉  

冬 芽 と 開 葉   

常緑広葉樹のまじる屋敷林に育ったから、北国へ釆て、落葉広葉樹だけの世界に暮  

らしてみると、フィールドへの対応の仕方を大きく変えねばならぬことがわかった。   

舘脇先生の研究室に出入りさせていただいて、樹木の形態を学んだが、とくに冬芽  

に関心をもった。1年の半ば以上が落葉期なのであるから、冬の樹木学なしにはナチ  

ュラリストたりえない。   

もはや10年も前になるが、「落葉広葉樹図譜」を、四手井先生のお力添えで出版し  

た。厳しい冬も、穏やかな冬も、木の芽はじ一つと待っていて、春になれば開葉して  

ゆく。この年も、万緑の季節となった。  

（斎藤新一郎）  
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ヨヒ討遠道：支：吾汚3 0鰐訂年冨己念：事：業己；ニつも→て  

福田 正己（支部幹事長）  

本号巻頭言で述べられているように、昭和64年度に支部会は30周年を迎えま  

す。そこで来年度にこれを記念する事業を行うことが理事会で決定きれました。これ  

を受けて幹事会では、30周年記念事業を企画するための作業部会を設けて準備にあ  

たることとしました。すでにきまざまな企画や寒が寄せられていますが、作業部会で  

はこれらを整理し、また実現のための検討を加える予定です。そこで、会員の皆様か  

ら広く御意見を伺い、今後の準備の参考ときせて頂きたいと考えております。すでに  

第1回の準備のための作業部会が開催きれましたので、その折に提案されあるいは検  

討された事業内容について次に御紹介いたします。  

① 記念式興の開催  

昭和64年6月上旬に予定きれている総会と研究発表会の開催に際して、30同  

年記念の式興を行う。30周年の歩みを振り返り、創立にたずざわった方々のお話を  

伺いながら、あわせて今後の支部会晴勤の進展を目指すこととします。式典はあまり  

華美にはしないで、いわば内輪のお祝いの会としてはどうかとの提案も出きれていま  

す。  

③ 雪氷観測法の解説番の出版  

30周年を記念し、積雪観測などの雪氷一般の観測法を解説したいわばハンドブ  

ックを編纂し出版する。これは、30周年事業として後々に意義のあるを適してはと  

の考えで多くの方から提案がありました。雪氷についての関心が高まりつつあるのに  

もかかわらず、積雪の観測綾などをまとめた解説番が出版きれていないため、学会と  

しても充分にこうした要請に答えられないのが現状です。たとえば、道路面の圧雪の  

状態をどのように定盤化して表現するか、地吹雪による視程の悪化をどう数値化する  

かなど、さまざまな雪氷に関連する問題を考える上で、それらの基礎となる雪氷観測  

法がまず必要となります。こうしたニーズに答えることからも、30周年事業として  

雪氷観測法の解説啓を出版することば、たいへんに意義探いことといえましょう。で  

は、どのような内容を盛り込んだらよいのでしょうか。積雪や凍土、吹雪などのよう  

な雪氷に関わる事項を選び、また解説するにあたって、どのレベルにあわせるかなど、  

今後具体化にはきまざまな検討事項が残されています。広く会員の皆様からのご意見  

をお寄せ下きい。最後に出版にあねっては、本の人手が容易に行えるような方法、あ  

るいは出版社を考えるべきだとの指摘がありました。つまり、支部会の出版物として  

ではなく、しかるべき出版社を通じて本を出すことが望ましいとの意見です。これに  

ついてもご意見をお聞かせくだきい。  
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③ 雪氷関係実用及び基礎データ集の作成   

北海道内の寒さに関わるきまざまなデータを集大成した資料集を編纂してまとめる。  

そのねらいは、北海道内の積雪探や土壌凍結探の分布などは個別に報告されているが、  

これらを集大成して利用しやすい形で出版することにあります。また、これには図集  

を付けて北海道の寒さや積雪が一目でわかるようにする。そのねらいは概ね了解きれ  

てはいますが、著作権等についても検討する必要もあり、さらに今後検討を重ねるこ  

ととしました。また、1冊にまとまらないものの、「北海道の雪氷」の巻末に少しづ  

つ付け加え、ある程度まで蓄積したところでまとめて出版してはとの意見も出されま  

した。  

④ 会員名簿および研究機関一覧の出版   

会員相互の情報交換を促進する上で、単に会員の氏名と所属名だけでなく、専門分  

野やその他の情報を盛り込んだ名簿をまとめる。たしかに、現在の雪氷学会名簿では、  

情報や問い合わせをするのにば充分とはいえません。そこで30周年を機に、より使  

いやすく、そして情報データバンクとしての機能を備えた支部会会員名簿を作成する  

ことば意義があるように思えます。きらに会員だけでなく、内外の雪氷関連研究機関  

の一覧を付け加えたらとの意見も出きれました。実際に会員名簿を作成するには、ア  

ンケート調査を皆様にお願いする必要があります。もし具体化が進み、来年度に間に  

合えば「北海道の雪氷No．8」の巻末に付け加えて出版することも可能でしょう。  

⑤ 子供向けの雪氷啓牽蓉の編纂と出版   

寒きや雪氷についての理解を凍めるために、子供向けに分かりやすい本をまとめて  

はどうかとの意見が出きれました。小学校では、郷土の自然環境を正しく理解する科  

目がほとんどないので、これを補う意味でも雪氷に関する啓牽蓉を支部会で編纂する  

ことば意義深いと思われます。市町村の除排雪は、市民による自発的な協力ぬきにほ  

難しい状況にあり、これを促進する上でも積雪について子供のころからの理解が不可  

欠となっています。そこで学校の教科の隙間を埋めるような、分かりやすい雪氷の教  

科香を出版してみてはとの声があります。きらに、雪氷観測法をビデオ化してはとの  

提案もありました。どのようなメディアに依るかば、実現性や経費負担の点などを検  

討していかねばなりませんが、これについても皆様のご意見をお聞かせください。  

⑥ その他   

以上に挙げた項目以外でも、ぜひ取り上げたら良いと思われる企画などがありまし  

ら、支部会事務局あてにお寄せくだきい。あと1年の準備期間がありますので、なる  

べく多くの方々の御意見やアイデアに基づいて企画を具体化したいと考えております。  
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昭和63年度研究発表会講演要旨  

日時： 昭和63年6月7日（火）   

場所： 北大国際学術交流会館、第1会議室  

研究発表会プログラム  

14：10～15：10  座長 西村 浩一（北大・低温研）  

1．路面の雪質と自動車運転技法  

堀内 数（北海道工業大学）   

2．スノープレッシャひピローを用いた碩雪重畳計の開発  

佐山惣吾、田村 勇、西川泰則（北海道工業開発試験所）   

3．人工着氷実験 〈材質の適いによる電線着氷について）  

藤井 裕、山岡 勝、南雲恵介（北海道電力（株）総合研究所）   

4．非定常熱源法 くサーマルプローブ法）、による凍土の熱伝導率測定のいくつか  

の問題点  

韻 律生（中国科学院蘭州氷河凍土研究所）  

福田正己（北大低遮科学研究所）  

15：20～16：20  座長 藤吉 康志（北大。低温研）   

5．北見における根雪観測  

高橋修平、百武欣二（北見工業大学）   

6．永久凍土地帯の小流域における夏期の熟収支  

石川信敬、兄玉裕二、小林大二（北大低温科学研究所）   

7．雪尺のまわりにできる雪の穴について  

小島賢治   

8．膜構造物の屋上融雪に関する基礎研究  

苫米地司（北海道工業大学）  

本郷 剛、岩井孝次（鹿島建設技術研究所）  
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路面の雪質 と 自 動車道転技法  

堀  内  数  （北海道工業大学）   

1 雪質 と制動特性  雪氷指では氷板躇が  

最も すべ り 易い が、 スパ イク タ イ ヤ（SP〉 と ス タ  

ッド レ ス タ イ ヤ（STL）で は、 ブ レ ー キペ ダルの  

踏代（全スト ロ ーク を5／5と する）によ って制動  

時の減速度（G：〃 と 同 じ）が異なる こ と が実験  

で判明 し て い る。 国1に よ れば、 SPはペ ダル を一   

杯踏んだ場合が最も す べ ら な いが、 STLでは1／5  

－3／5程度踏ん だ場合が最も すべ ら な い。  囲2 牽引力性能の比較（氷板指、Hトナェ・ン別）   

2  雪質 と 各種すべ り 止めの牽引性能   

STLに各種のチェ ン を装着 し て氷板躇で牽引力係数を求めて、 STLの性白巨を100と し  

て比較す る と、 図 2 の よ う な結果が得ら れた。圧雪路ではSTL＋Aのス チ ールチ ェ ンが  

120程度と高性能であったが、氷板路では87でSTLよ り 劣る こ と を示し てい る。種々の  

チ ェ ンが市販きれてい るが、 STLだけの方が発進．に は好結  

果を生ずる こ と を示 し てい る。発進－はク ラ ッ チ操作と アク  

セル操作が大 き く 関係す る の で、 氷板路やツルツル圧雪路  

面で は、 タ イ ヤ チ ェ ン に頼 ら ない運転の要領を体得す る こ  

と が望ま し い。 ま た、4UD車、 FF車でAT車であ れば10％以上  

の坂道でも エ ン ジン回転数を1100～1200「．p．m．で徐 々 にア  

ク セルを踏み込めば楽 々 と発進で き る。 よ っ て こ れ ら の車  

両で はSPは不用で あ る。  

3  雪質 と すべ り 易 さ の判断  図 3 は、 聾者が調査  

し た札幌市内の厳寒期の指南すべ り 性状調査のi例であ る。  

氷板持に新雪が碩も っ た場合や圧雪に新雪が碩も っ た：場合  

等のすべ り 易い路面で STLで急制動実験 し た結果で あ る。  

気温が －50C以下にな る と G の値が大き く な る傾向を示 し  
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凶3 気～屋とCの関係（Bルート、早朝）  

てい る。早朝と か深夜の一般道指や生活道路は、気迫が低 く なれはG が大き く な るの  

で走 り 易 く な り、 STLでも十分走行でき る。本年2 月旭川市内で－13℃～－150Cの気  

温下で20％勾配でも 登坂可能で あ っ た。   

4  わ だち の走行方法  交通量の多いわだち内  

は タ イ ヤの熟で氷板路にな り 易い。FR車はわだち内を、  

FF車、4…車な らわだちの外の圧雪を走っ た方が快適で  

あ る。左側方間隔を 自 由に保持で き る技法を習得 し て  

欲 し い も ので あ る。  

5  ま と め  ト レ ッド ゴムが雪や氷を圧密せん  

断する音が聞 こ えない指南では、急制動、急加速、急  

ハ ンドルは自 然の法則に反 し た：運転技法で あ る。  

O l／5  2／5  3／5  4／5  5／5  

Brake Peda】St．roke   

囲1 雪氷指用タイヤの制動特性（氷板持）  
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ス ノ ー プ レ ッ シ ャ ーピ ロ ー を 用 い た 積 雪 重量 計 の 開 発  

佐 山惣 吾、田 村  勇、西 川 泰 則、鈴木  智（北海道 工業開発試験 所）  

1． 緒  旨  

除 雪の た め に 最 も 重要 な 情報で あ る 降雪量の 測定 方 法 な どに つ い て は、ま だ 確固   

た る 方法 は 確立 さ れ て い な い。北陸地方 で ほ 横雪量 に 関 し て、メ タ ル ウ エ ー プ ア一  

型の ス ノ】プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー を 用 い た 積雪相 当 水量 の観測器 が実 用 化 さ れて いる。  

1）この地方でほ、積雪下の地表面の温度はほぼ00cで、温度変化による ピローの圧   

力 変動 は小 さ い。しか る に北海道 に お いてほ、冬期間 の地表面の温度 ほ 0 ℃ 以下 に   

な るこ と も 多 く、し た が っ て ピ ロ は水枕の原理 に よ り 温度変化 に伴 い、圧力が変   

動す る こ と も有 り 得る。また積雪層の温．産 も当然 0 ℃以下に な り．雪中 の含有水 の   

凍結に よ り 水盤がで き る場合 も しば しばで あ る。こ の水盤 の剛性（Stiffness）の   

影響 に よ り、雪 の荷重が正確 に ピ ロ ー に 伝 わら な い こ と も考 え ら れ る。こ の よ う に   

ス ノ プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー を寒冷地で ある 北海∴道 にお いて用 い る 場合 は問題が多い。  

そ こ で当所で ほ、塩化 ビ ニ ー ル タ ∽ ポリ ン製 の ソ フト ウ ェ フ ァ ー 型 の ス ノ】プ レ   

ッ シ ャ ー ビ ロ ー を製 作 し、そ の 中 に不凍液を 充模 し、横 も った 雪 の 重量を 測定す る   

た め に必要 な圧力セ ン サー を取り 付け地面に設置 し、積も った雪の重量（圧力）を   

連続的に測定で き る積雪重量計を試作 した。こ の装置を用いて19 8 7 年12 月1   

日 か ら19 8 8 年 3 月 31日 まで の冬期間、当試験所構内 において降雪重量（積雪   

相当水量）を連続 して測定 し た ので、そ の結果を報告す る。   

測定装置 と シ ス テ ム の 概要   

プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー ほ塩化 ビ ニー ルタ ー ボリ ン 製（厚さ 2 mm、防水布入 り）ソ フ  

ト ウ ェ ー フ ァ 一型 と し、巾 9 0 0 mm、長 さ18 0 0mmの 大型 ピ ロ ー（PL．1）と．rn  

ほ 同 じで、長 さ 9 0 0 mmと し た小 型 ピ ロ   

ー 〔PL．2）2 組 を 作成 し た。 それ ぞれ に   

不凍 液 を充 填 し．上に 積 も っ た 雪の重 さ  

を旺 カセ ン サ】で測定 す る 機構 と し た。  

8川窪装置 を Fig，1に示す。大別す る と ス  

ノ ー プ レ ツ シ ヤ … ピ ロ w 部、セ ン サ ー部．   

デ ー タ 収 集 部、デ ー タ 処理部 か ら 構成 さ  

れ て いる。屋 外に は プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー  
Fj8．1 測定演置とシステムの夜襲  

セ ン サー、デ ー タ収集部を設置 して有線に よ り、室内のデー タ 処理部にデー タ を転  

送する。ピロー内の圧力は圧力センサー（5 0 0mm＝20F S）で電気信号に変えら  

れ、ほぼ同 じ場所で測定 した風速（3 杯風速計）、気温、液温（PtlOO）と 共にデ  

▼ タ 処理部 に送 ら れ コ ン ピュ ー タ に出 力で き る よ う に した。  

測 定 結 果  

Fig・2 に、12 月1日 － 31日 ま で の1ケ 月 間の ピ ロ ー圧 力（PL．1、PL．2）、凰  

－7－   



速、気温、液温の測定結果及び天候を示す。なお、潰雪圧力の単位kg／m2ほ降雪相  

当水量mm H20に等しい。さ ら にFig・3  

に、12 月1日 か ら12 月 4 日 ま で の   

測定 値（1時 間毎）を 拡大 し て 示す が、   

こ れ によ る と12 月1日 朝 の 降 雪開 始  

か ら、翌 2 日 昼迄 の降 

ー の 測定値は、12 月 2 日 午 前11時  

に ス ノ ー サ ン プ ラ  に よ っ て 計測 し た、  

全 積雪重量実測値〔相 当水 量） 3 6．4   

mm（図 中 に棒線で 示す） と 良 く 一 致 し  

5
 
 

0
 
 

9
 

（
N
∈
、
ぎ
）
巴
計
巴
m
喜
U
S
 
 

て い る。続い て12 月 2 日 － 3 日 の降 丁旦］  

雪 に 対 して の ピ ロ  の測定値 も、12   

月 3 日 に アクリ ル板の 上 に積 も っ た 頓  

雪量 の実測値（相 当水量）17．4 mm（  

同 じ く 国中 に 矢 印 で 示 す）と も 良 く 一  

致 して い る こ と が解 る。Fig．2 に示 し  

た、12 月11日 －12 日 の測定 値 の   

減少 と 上昇 は 降雨 に よ る も の で あ る。  

ま た、12 月15 日 の 減少ほ 原 因 が不   

明 で あ る が、大 き い サ イ ズ の P L．1の   

方 が 変動 ほ 小 さ い。12 月17 日、12   

月19 日、12 月 3 0 日 の 降 雪 に つ い   

て の 測 定値 も 実 測値 と 良 く 一 致 し て い   

る。12 月 2 8 日 ～ 2 9 日 の 減 少 は 降   

雨 に よ る も ので あ る。 ま た．液温 につ   

い て ほ 積雪 の 前 ほ 気温 と 同 じ 傾向 を 示   

し て い る が、積雪 が始 ま っ て か ら の液   

温 ほ、ほ ぼ 0 ℃ で 変 化 は小 さ か っ た。  

Fig．4 に、1月1日 ～ 31日 ま で の   

1ケ 月 間 の 測定結 果 を 示す。1月 7 日   

～ 8 日 の測 定 値 の 減 少 と 上昇 ほ 降雨 に   

よ る も ので あ る。1月10 日 －11日   

の 降 雪 に対 し て の 積 雪 量は 実 測値 と 良   

く 一 致 し て い る。1月15 日 以 降 の測   

定 値 は、小 さ い サ イ ズ の PL．2 の 方 の  

測定値 が 高 く 出 る 傾 向 がみ ら れて く る。  

Fig．2 Data（●87／12／1－12／3り  
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Fig．3 Data（一87／12／1－12／4）  

0
 
 

0
 
 

（
U
 
 

0
 
 

J
N
E
、
ぎ
）
巴
封
s
巴
d
喜
u
S
 
 

1  1  1  1  1  1  1  

／   ／  ／  ／  ／  ／  ／  

1   5   †0   15    20    25    30  

ま た、1月 2 2 日 の 減少 ほ気温が高か T”q  

っ た こ と が 影響 し て い る と 思わ れ る。  

さ ら に、1月 2 4 日 ～ 2．9 日 ほ低湿．が  

続 き、 ま す ま す測定 値の 差が で て き た。  Fig．4 Data（’88／111－1／31）  
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1月 2 7 日 の全積雪量実測値 は、大小 2 枚 の ピ ロ ー によ る測定値の中間 にあ る。   

Fig．5 に、2 月1日 － 2 9 日 ま で の   

1ケ 月 間 の 測定 結果 を 示す。 2 月 2 日   

の 全積雪 重 量実 測 値ほ 測定 値 と 良 く 一   

致 し て い る が、 2 月 4 日 以降 の実 測値   

は ピ ロ w の 測定 値 の方 が 高 く な る 傾 向   

が み ら れ る。こ れ ほ、 2 月 2 日 の 夜 か   

ら 3 日 にか け て の み ぞれ 雪 に よ る 影響   

と、そ の 後低 温が 続 き 雪 層 中 に 水 盤が   

発 生 し て棚 吊 り 現 象が起 こ っ た と思 わ  
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れ る が明 ら か で ほ な い。 し か し、2 月 TI吋  

10 日 に 測 定 し たサ ン プル 実 測 値は、   

P L．1の方 が変動 ほ小 さ く 測 定 値と 良   

く 一致 し て い る。 さ ら に、こ の 日 を 境   

に P L，2 の 測 定 値 はP L．1の 測上達 値 よ   

り 約 5 0 mm以 上高 く な り、ま た、 2 月   

16 日 に 測定 し た 全 積雪重量 実測 値 と   

も 差 がで て き た。 そ の傾 向 ほ 3 月 の融   

雪 期 ま で 続 く。  

Fig．6 に、3 月1日 ～ 31日 ま で の  

1ケ 月 間 の 測定 結 果を 示 す。 3 月16   

日 か ら のP L．1の 測定 値 の急 な 下降 ほ、   

調査 の 結 果、 ビ ロ ー と 圧 力 セ ン サ ー を  

Fig，5  Data（●88／2／1－2／29）  

接続 し て い る 銅 パ イ プの ジ ョ イ ント の  Tliq  

ひ び割 れか ら の液 漏 れ に よ る も の で あ   

る こ と が解 っ た。 3 月11日、3 月15   

日、 3 月1 8 日、 3 月 2 3 日 に 測定 し   

た 結 果、全 積雪 重 量実 測値は ピ ロ ー の   

測 定 値よ り 約10 0 mmほ ど 低 か っ た。   

こ の現 象 につ い て 考 え ら れ る の ほ、測   

定 時 に おい て 雪層 中 にか な り の厚 さ の   

水 盤 の存在 と、圧 力 セ ン サ ー の経 時 変   

化 な ど の影 響に よ っ て、 ピ ロ ー の測定   

値 の 方が 高 く な っ た の で ほな い か と思   

わ れ る。  

Fig．7 に、3 月 2 6 日 － 31日 ま で  

の融雪期 にみ ら れ た測定 値 の波 打 ち の   

様 子 を 示す。 こ の 現 象 は図 下 部 に示 し  

た 気温 の変 化 と 相関 が み られ る。す な   

わ ち午 前 中 気温 が上が る と 積 雪 重量 が  

Fig．6  Dala（●88／3／ト3／31）  
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増 加 し、午 後 か ら 夜 に か け て 気 温 が 下   

が る と 額雪量 測定 値 が 低下 す る。そ の  

変動量ほ10 0mmH20以上に も達 して  

い る。現 段 階で は そ の 原 田を 明 ら か に   

す る こ と ほ で き な いが、気 温 と 雪■ 層 中   

の 水 の 挙動 ま た ほ、液温 の 変 化 が こ れ   

に 関 与 し て い る と 思 わ れ る。  

Fig．8 に、12 月1日 に お け る 0 時  

～ 2 3 暗 ま で の 積雪初 期 の 測 定結果 を  
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Data（0．15．30，45．min）  

示す0 これによ る と新雪の降雪時には、Tliq  

本装置ほ≡防雪相当水量約0・1mm H20程 世r  

度 の 高感度 を有 す る こ と が 解 る。  

Fig．8 Data（●87／12／1）   

4． 総  括  

北 海道 向 け に ソ・フト ウ ェ フ 7 一 夕 イ プの プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー を 用 い た積雪 重量 計   

の 冬期 間 にお け る 測仁定 試験 の 結果及 び問題 点 を ま と める と 次 の 通 り で あ る。  

（1） 雪の降 り二始めには、本装置は積雪相当水、量 0・1mmH20の高感度を有する0  

（2） 12 月 中は大小 2 枚の ピ ロ ー ほ、ほ ぼ一致した測定値を示す。  

（3） 1月 中 旬か ら ほ、小 さ い ピ ロ ー の 変動 が大 き く な り 測定 値が 高 く な る。  

（4） 2 月 中 旬 よ り 全 積雪 実測 値 よ り 測 定値 ほ高 く 出 る。こ の 原因 と して ㊥水 盤 の 生  

成、㊥ 圧 力 セ ン サ ー の 経時 変 化 な ど が考 え ら れ る。   

（5） 3 月下 旬 の融雪期 に ほ、測定 値ほ サ イクリ ック に 大 き く 波打つ。こ の原 困 と し  

て ①雪層 中 の 水の挙動、㊥液 温 の 変化 な どが考 え られ る。  

（6） ピロ 

っ た。し か し雪 層 中 の水 盤 の剛 性 の影響がみ ら れ な く な る ピ ロ ー の 大 き さ は 不明  

で あ る。  

（7） ス ノ ー プ レ ッ シ ャ ー ピ ロ ー を 用 い た横雪重量 計を北海道 で 使 用 す る の に当 た っ  

て ほ、融雪期 にお い て水盤 の生成、液温 の 変化 な どの 問 題 が あ り、実 用 化 に当 た  

っ て さ ら に検 討 の必 要 が あ る。  
2）  

（8）（1）で述 べた よ う に、こ の ピ ロ ー ほ新雪に対 し て 高感 度 で あ る た め、降雪強度計  

と し て の 実 用 化 が 期 待で き る と 考 え ら れ る。  

謝辞  本研究 に つ い て ご 指導 いた だ き ま し た、北大 低温研 山 田 知充先 生 に厚 く お 礼 申  

し 上 げ ま す。  
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人工義和丸験（励簡の底いlてよろ牽勝義ク机てついてノ  

○駄卑 称，山岡 勝、′鞠常軌し丸森速喀刀・舶珂免舛）  

⊥」は耽々臥人工届氷乳酸最善伺いて・叔軋性り材壕を壕鹿泉旬に絶し  

たヤシプはで．電線為氷見駿を衛フた。粛食覇の速い1てきる薇後考うKり状∫見破紙を薇  

葛すろ。   
適ぅむよL＿凰組L配～Rj如nの像鍬二次の且7♭の加ユ基衡った。   
久．ケリつノ東商分子初旬喜造吸とした登新を逐年した。   
b．フッ丸吉雀もオLフィン鼻合飼周稲オらみ月テフロ／チーフ0芸風き／付けた。   

C．膚後に】茅場ら加工していをい乙の。   

と適▼′浮浪梗温餐東食和＝・風洞及置とサンプル牽麒声紋覆しモ■   

衆鰯汲覆り寸玖ヒ配置および外観を昏＝に斤、す．  
水師．超竜舶加絡と鍬埠猷ノズルき恥て 主  

従乳三色た。超普及穴郡及落」古・水相埼の7KIて扱勧チ  

／7M直の腰骨汲竃忍生させ数笹／い観の囁を  
ろ邑のて甥り・微増客気ノズ／レは・軟体と液体毒見  
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丑  噴薇畳古超音波丸和産乳lて比べて争い  

ユーヲ 衆廠粂確濾水り炎飽を塵々変えろた考・泉刷が∴▼◎  
剛 史清貧媛置  ハて足す気象象牙下て・爽療養希った。  

エ腱届ノKの鹿簸は入きく2フに針7ら  

れ．一つ持、気泡が積れていて匂っぼレ＼都Kゑり届  
兼であり、（ケースん3）、♭うーつ序∴噂鯛り下  
卿こフららを伴フた半座明の雨氷ゑり届氷が展温し  

た（万一スゲ．〃）。水上の乳酸仲て－はぇ・～Cの  
いす・れの健線ヒさ透水那はな刀、った。   

過度により雀牌盈及がプラスに守ろと濾水ば含フ  

柔く発生し督甘フた。（〃一ス＝り   

4⊥盈」軋ユリコノ連覇お茶びテフロン一言碇ノK  

ノ性が優れていろたの・難易ブ材豊カヾ為ると弟えられて  

い方が本来験では象温づ～づ℃．風速∫勿り気象泉  

丁ノス  五最ゴ律   ・透色ぺ；た    祭髪誓稀巧   ■  ノ乱し竜   

■  一J－c  ∫磯  0    鰍乾加遥寄 義7卜   

Z  一－jOこ  ∫％  ′∫℃月  

j  ‾2℃  ∫－■4  ／武川  

くま  －2〃〔  ∫ノ塘  ○    成さ音義ノオル   

訪lく溺初   

、ゝ  ー？Oc  ∫ハ嬉  』JO月  

敵中昭和   
d  －2‘c  ∫′宛   占JO′4  

削〔脱落   

7  －2ロc  ∫ト姑  J／昏月    義 損  ∂  一／○し  ∫l％  J／Jバ      二・ヲ  二j℃  ∫丞  ∂∧    ■田   

件下で甘∴材垣外逢いlてよろ届氷の鼻叉l沌うれな刀、フた。その座頭として・届ク物  
イ魂か茅、教K3み親風ヒ知られており、一度慮クにが鷹宣す石ヒ包教務氷ほ庖ヱリヒ  
くいこと．慧セ．タ象の週痩絢k滴が膚腰東嶺に当局と・クK痛甘咤線泉砲を象ってし  
習い水滴司私の頗儲かが鳳く・夕嵐の名水lて塔乳していくと経えでそろヱと批、がエ  
げられ方。   ム」批 孝司り泉験ば剰豊即爽厳に宣腋を置いた■粛億り  

盈レ、lてよ召噂線名氷にほとんと遽い怜なく・償顔釦K朗止lて対してi茅・凝必他の都留  
老視すだけでは親和桝後に購う督いヱ．とを礪絶した一々衡妙払て対す∂新及府  
の石碑を進めていく子えで廃ろ。  
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ヨヒ見 レこ お いナ る 積雪観主巨叶   

○高橋修平・百武欣二（北見工業大学）  

州 道東地方において、これ 罰  

まで定期観測による積雪断面観測は行われ 甜  

・ 
い′、、－．・．・吾イ霊’ご：三； L⊥＝＝虻たユ⊥⊥讐豊  ていなかった。そこで北見において1986～18－  

1988年の2冬、積雪断面観測を行った。寡 8  

雪・寒冷のこの地方のにおいて、下層部に■、。  

粒径 7～10mmに達する大結晶のしもぎらめ＿甜  

雪層が発達し、東北地方や北海道日本海沿  

岸部とは違った積雪の様相を呈した。  

2．北冒．の一気催． 図1，図2 に冬期間の一  

般気象条件を示す。12月から 3月中旬にか  

けて日平均気温は－10℃近くになり最低気  

温は－20℃を下回る日も多い。風速は平均  

2m／s以下で湿度も60～70％と低い。積雪深  

は例年50cm前後であり、北海道日本海沿岸  

部と比較して、寒冷寡雪の典型的な内陸性  

気候を示す。  

3．籍雪断面観測， 北見工業大学構内に  

DEC  

】987  

FEB  トt∧R  

1988  

図1．北見の気象条件（1987－1988）   

きしl   

Oc   

∴1  

‖盲  

8  

－10  

－28  

て積雪断面観測を積雪深，密度，粒度，雪  
▲3匂  

質の項目について毎週行った。図3，図4に  

示すように、2冬とも、12月中旬から、し  

もぎらめ雪が発達し出し、ほぼ全属しもぎ  

らめ雪ないしはこしもぎらめ雪という状況  

rEB  仕入R  

】988  

DEC  

1987  

図2．日最高気温および日最低気温  

（北見1987－1988）  

60   

Cm  

50  

「 、  

▲0   

医≡ヨコンマリ  

団シマリ   
。。   

因コシけ7ノ  

20囲シモワ■フノ   

匡Ⅱトラノ  

10   

m亡】ワハ■ン   

- O 

12′OZ 12／09 12ハ6 12／23 01／18 01′27 02／03 02ノ川 02ノ17 02／21 83／03 03／10 03′21  

囲3．積雪断面観測結果（1986－1987冬）  
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が 3月中旬に融雪期を迎えるまで続いた。  

粒径は下層はど大きく、最下層部では 8～  
図4。積雪断面観測結果（198’卜198a冬）  

10mmまでに達した。しもぎらめ屑の密度は  

2冬とも0．25前後であった。   

金屑平均密度は、このしもぎらめ層を反  

映して積雪深の割に小さい。図5に平均密 8・5  

度と積雪深の関係を他地域と比較して示寵全臥。  

北見の場合、3月末の水を含んだ融雪末期層  
平8．3  

の雪を除いて密度0・25前後なのに対して、均  

札幌（秋田谷1987）や東北。北陸地方の積 密臥2  

雪（河島他1987）は 0．3前後から 0．4にま度8．1  

で達する。  
臥8  4㈲勾酉己 ． しもぎらめ雪の発達  

積雪深（CM）  
D］ヒ見（’86－87〉 ◇北見（－87－89）△札幌（t86－87）×東北・北陸（e6．2）  

図5．全層平均密度と積雪深の関係  

には積雪内温度勾配による水蒸気移動が深  

く関係する。そこで   

（日平均気温一地表面温度）／積雪深  

を積雪温度勾配として求めた（図6）。札  

幌では 9℃／mなのに北見では平均150C／mと  

大きく，最下層部において積算すると札幌  積雪温度勾配（Oc／m）  

で 670℃day／m，北見で1400℃day／m と北見。帥  一北見（19耶－1供給）・…・札幌（l鮨6一駅）  

の方が2倍しもぎらめ雪が発達する条件に  

あった。   

なお、北見気象観測値は北見工大寒地工 柑  

学実験室佐渡公明教授より提供を受けた。  
8  

参考文献  

秋田谷英次1987低温科学物理縮46資料集 ‾柑  
1－9．  

河島克久・山田知充・若浜五郎1987 低温  

科学物理編46資料集19－24．  
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永久凍土地帯の小流域にお け る表：期の熱収支  

石川悟敬、 児玉裕二、 小林大二（北大・低温研）  

（緒  言）   

流域内に存在する水を利用可能な資源と してみる時、流域から大気中へ直接蒸発し  

て し ま い水利用に供さ ない塵二を見積る こ とが重要である。本研究では永久凍土地帯の  

小流域において夏期の蒸発壁を見積っ た。観潮は1987年7月 一8月の約2週間米国アラ  

スカ州中央部（64。57・N，1470 37′ W）の小流域（グ レンクリ ーク、面積1・8k汀f、  

高度 250－500 m）で行った。調査流域の地表面状憩は黒と うひ、カン木額、モス等  

の植生地帯と湿地地帯及び小河川である。北斜面には永久凍土が存在するが、地面か  

ら20－40。皿は融解し多重：に水を含んだ粘土層となっていた。 流域下部（海抜高度300  

m）の裸地（カン木、モスが点在する）地帯では気温、湿度、風速、地温、表面温度、  

日射量、放射収支量、アルベード等の微気象観測と大型蒸発計を用いて蒸発塵の直接  

滴定を行っ た。 さ ら に小河川において は水位と水温の渕定を行った。  

（観 測 結果）   

観測期間中の各気象要素（平均値、極値、 目敏差）を第1表に示した。気温、表面  

温度、 蒸発計の水温の平均値はほぼ同 じ個を得たが、 日較差は地表面で最も大き く な  

った。 川水温は低く 日額差も小さい。 地温は表面から深く なる程下がり 20c硯の探さで  

は日較差がほとんどみられなかった。同じ水面でも流水面の小河川面とたまり水の蒸  

発計水面では水蒸気圧に大きな差がみられる。 このよ うに表面の性質が異なると各気  

象要素の傾が大き く 異なる。 そこで流域内熱収支を求める時は、対象とする面をどこ  

にするかが重要となる。今回は裸地、川水面、静止水面（蒸発計水面）における大気  

一 表面 聞の熱交換量を 求 めた。   

（i） 放射収支量（Q N）   

裸地では放射収支計を用い て Q Nを 直接潤  

宜 し た。 裸地上で Q M は  

Q N＝（1－α。）Ⅰ。＋IL 一♂ で。4  （1）   

で表 さ れる。  α。は裸他のア ルベ ード、 Ⅰ。   

は 日 射量、ILは大気放射量（長波長）、 T。   

は地表面温度 で あ る。 水面上 で は  

Q N′ ＝（トα u）Ⅰ。りL－♂ ■トー4  （2）  

であ る。  α ｝ は水面の ア ルベ ード、 でv は  

水温であ り、 日 射量と 大気放射亙は裸地と 同  

じ値を と る と し た。（1）式、 く2）式よ り  

Q H′ ＝Q H＋（α。－α ‖）Ⅰ。＋♂（T。1一丁〝一）   （3）  

項月（単位）  平均値  最大（平均）  最小（平均）  最大日車交差   

気温  （8C）  15．6  22．g   8．9   2l．5   

表面温度 ぐC）  15．5  27． 4．7   31．4   

5cl地泡 ぐC）  10．8  12．8   8．8   6．0   

10亡兄地温 ぐC）  9．9  11．2   8．6   3．7   

20cl地温 ぐC）  6．8  6．9   6．4   0．9   

川水温  ぐC）  6．6  8．1   5．0   5．2   

＊蒸発計水泡（OC）  15．7  19．＄   1Z．1   11．6   

相対湿度（％）  78  100   48   62   

風速ぐC）  0．4   1．5  

水蒸気圧  
（大気中）（pb）  9．97  10．57  

＊水蒸気圧  

（蒸発計）（刀b）  

水蒸気庄  
（川面）（Ⅶb）   8．72   3．67   

とな り、 林地の放射収支塁を両地点のアルベ  

ード と表面温度で補正するこ と によ り、水面 弟1表、気象要素の平均値、極値  

上の放射収支塞が得られる。  （＊ は 7月29日 －8月6日、その他は7月  

（ii） 蒸発（凝結）潜熱量（Q E）  25日 －8月6日）  

－15－   



大型蒸発計の水位変化（』h）か ら 蒸発量（M）を測定 し、 蒸発に よ る 潜熱壁（Q E   

）を 求 め た。  

Q E＝ L・M  （4）   

L は蒸発潜熱で あ る。 直接測定の な い裸地 と 川水面で はバルク 法 を用 い て Q Eを 二求め   

た。  

Q E＝ L・h。・β・Ⅴ（q a－ q。）   （5）   

h。はバルク 係数、 β は空気の密度、 Ⅴ は 風速、 q。と q。は高度1．5 泡と 表面 に お け る   

水煮気重であ る。 なお バルク 係数 は（4），（5）式 を用 い て 蒸発計水面上で求め た値 を他  

の地 点 に お い て も使用 し た。   

（iii） 顕熟伝達量（Q 白）  

各地点 に お ける 顕熱伝達量（Q 白）もバルク  

法を 用 い て 求 め た。  

Q f）＝ P・C。・h a ・Ⅴ（T。一 T。） （6）  

C。は空気の比熱、 h aは熱のバルク係数′T aと  

T。は高度1．5 持と 表面 に お け る 温度で あ る。   

なお h。＝ h。と 仮定 し た。  

第1図 に は 3 地点 に お い て 得 ら れ た 熱収 支 3   

成分（放射収 支量、 顕熱量、 潜熱意）の 日 格畳   

の変化を示 し た。 裸他 と 蒸発計水面 に お け る主  

な供給熱は放射収支量（期間中 の平均8．4 拭J／d、   

11．8I＝／ポ）で あ り、 蒸発 に よ る 潜熱（－5．O   

HJ／ポ、 －2．g消J／ポ）が消費熱 に な っ て い る。 辟  

熟は表面温度 と 気温の差がな い ため に（第1黍   

）非常 に小 さ な億 と な っ て い る。 一方、 川水面   

にお い て はア ルベ ード が小 さ く 川水泡が低い た  

めに、 他の 2 地点 に比べ て 放射収支盈（18．8  

肖J／d）も 願熱伝尊量（4．4HJ／ポ）も大 き く な っ  

て い る。 さ ら に潜熱伝導畳も並の符号 を と り 水   

面で凝結が生 じ て い る（3．…J／ポ）。 第 2 図 は 3   

地点 に お け る 蒸発（凝結）量の変化 を示 し たp   

なお 棒グラ フ は降雨 日 隠豪を 表 し て い る。 期間  

中の蒸発総量 は裸地で ㍗3∴91聞、 辛党計水面 で   

13．1Ⅶ匂で あ っ た。  こ れ は総雨量（25．鋸柑）の   

95－ 53％ に あ た る。 な お こ の 時、 河川流出▲量は   

降水量の14％ であ っ た。 通常夏期に は水面か ら   

蒸発が生 じ る。 し か し永久凍土帯の流域で は川   

水温が転めて 低い た め に、 夏期 であ っ て も 凝結   

があ る こ と が分か っ た。  
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．第1図 3地点における熱収支3成分   

（放射収支磨、斬熱整、潜熱蜃）  
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第2凶 3地点における蒸発寅  

（棒グラフは降雨日 総車）   
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雪尺のまわりにでき葛雪の穴につりて  

ノト 鳥 敬 治  

融雪如には宮人の周りの雪・こ凹キイJ、できて雪面の低置宣讃－＝＝こくり。そり再発ど し  

て／解 けてlノ了昏倒に放置tて浮ぎ上リlラだ考もせず帝に雪動こあーよぅそ粛射の紳  

、∫時の直後年々芝／イJ・1えばぽ＝のよう1こ／凹号室廊えて脅スの8必に沿わせ／雪句の  

弗濃乙寸言ニYま滅みた一 々の材料ヒLては宅＝ノ70ラスナックノ紋履の朝食のハンが－  

が最適であ冨。1刃2の鶉裸鵬／～3はハンが【とぅの家形ノ 舶．ゲは市叔のどニール／被覆  

の斬射シ‘）3本孟円動こ束ね7〆卑tこ水準東芝尽き塗料をぬワたヰので考3（／針金花一一  

けでは暫に淀む）。舶】2～率ほヤ央に雪スま通すガイドポ、ぁ盲。これJり旨凍っJ’雪ズづ、う  

離れねよライ昇っの1こノか客でめ右舶．トゲ£光大雁温点可融雪音即、］に薇赦してノ 孝子官の  

融雪期の25日齢玖凍してミらった。囲11上級漫の9日彼の舶．卒であち。商館のき姦凍は  

（花嫁の上に暫うヾ、破った増収外lり良塔であった。鳳／は雪の凹凸ポ屠ttノ和こ見合っJ、見り。   

縄雪中に了よ普入ヤ碑Åの蜃より上の．女偏追及が高く葱り、周りの蜜ヒの過度屋に基  

っ、、く放射真横づこl久の稲子威の周囲の甘ヒつにそぎー この初老乏消す衆虜ヒし7ノ 氷薇（  

っらら）左雪lニ且てた。萄さ／明の索諺‘ヘゲ¢どノ 風速／～∫て〆でJ碕伺後・㍉ 且確乎（仰  

のラK碇の燭りに直径仇明の針j穴ができた。この埠かま酎、ら蜃への頗剛毛産の増大  

ボ、i困であ5。耕一木の周りの穴の硝子風・二lよ雄一ヤク、ら木左通tて傾牒合空中＝＝軌木、）河与ブ  

ちとキ去われ言。厳冬刻】こ督ド雅号材た木の泉屈ヒノ 蛙くの督の温度の垂直麻布ま剰  

ぇtた（図3（仇））。木の側埴7はと、’ニiβOC以下で離宮tよケり。光旬小う封（胡より上では  

永の丸和追及は宮詣より鳥＝よなくノ 木づ＼う宮への烈免iなIJ。尉官如のぬれ容に放  

電れた九條託宣の中川Iの波及には／鳥で／∂c咋より上で勾配カゞかイ図3（』カ。尊前イ司血  

ではむしヨ上イ＼う下へ句j煎バネ孝うヾ大き、ノ。絶ゃ劇  

軋l‡鼻の雪面の穴の不孝叔ドは全く1対馬tてりか）。  

（a） Tユー▽  （b）APR・1．柑88  
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横棒造物の屋上融雪に関する基礎研究  

苫米地 司（北海道工業大学）本郷  剛（鹿島建設技術研究所）  

岩井 孝次（鹿島建設技術研究所）  

角が200 の場合、 外気温が零下になる と、  

滑落方向の下部（軒先那）に氷提ができ  

て滑落しない。 これ らの現象を考慮する  

と、屋根勾配が20d 程度以下ではヒーテ  

ィ ン グによ る屋根雪の滑落が期待できな   

い と推察される。   

（4）滑落までのヒーティ ング時間と積雪  

量豊との関係をみる と、 単位面積当 りの  

積雪量豊の増加にともない滑落までのと  

－ティ ング時間が減少する傾向を示す。  

（5）滑落時の膜面温度は、傾斜角の増加  

にともない減少する傾向を示す。 また、  

滑落時の膜面温度ばいずれの場合も約2  

0C以上であ り、 ヒーデイ ングを しない場  

合でも傾斜角400 以上になると滑落現象  

がみ ら れ る。   

（6）部分的なヒーティ ングでも滑汚する  

場合もあるが、本実験の範囲では部分的  

な じ －ティ ングがと －デイ ングを しない  

部分へおよばす影響を十分に検討できな  

い。  

1． 実験目的  積雪地における膜構   

造物の屋根の融雪・滑雪状況を シミ ュ レ  

ー シ ョ ンする ための基礎資料を得る こ と   

を 目的と している。   

2． 実験方法   写真 ユ に示すような膜   

材（テフロンコーティングガラス抜維布）   

を弓長 り 付けた可変式のチャ ンバー（900×   

1800×450mln、断熱材張 り）を用いて、 以   

下の融雪。滑落実験を行った。   

1）ヒ ーティ ングを しない場合の根雪状  

況と滑落傾斜角の関係の検討。  

2）全面ヒ ーティ ングをした場合の積雪  

状況と滑落傾斜角の関係の検討。  

3）部分ヒ ーティ ングを した場合の積雪  

状況と滑落傾斜角の関係の検討。   

こ の 3 つの集件の滑落実験は、 チャ ン   

バーを水平に した状態で雪を積もらせ、   

滑落する までチャンバーをチェ ーンブロ   

ック を用い、 ゆっ く り と引き上げた。 な   

お、 滑落時の諸集件を検討する ために、   

膜面内側の温度、 チャンバー内濃度およ   

び外気温をサーモダックを用いて測定し   

た。   

3． 実験結果  

屋外融雪・滑落実験結果をま とめると、   

次のよ う になる。   

（1〉 ヒ ーティ ングを しない場合の滑落時   

の傾斜角度は、 根雪潔の大小と明瞭な関   

係がみられない。 また、 本実験の範囲で   

は傾斜角400 以下では積雪漂の大小に係   

わ らず滑落現象がみられない。   

（2）外気温が零下の場合、 滑落までのと   

－ティ ング時間は、 積雪深の増加にとも   

ない減少する傾向を示す。   

（3）傾斜角や ヒーティ ング部分が小さ く   

なる と滑落しに く く なる。 き らに、 傾斜  
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北海道支部昭和62年度事業報告  

62．6。3 支部絵会。研究発表会（北大国際学術交流会館）  
（1）支部総会  13：30～14：00  

（2）研究発表会  14：00～17：00 発表件数10件 97名  
（3）第1回理。幹事会 17：00～18：30 （同上会議室）   

62．8。31機関誌「北海道の雪氷」第6考究行   

62．9．22 講演会（北大低塩科学研究所。講義室） 24名  

講師  大村 纂 氏（スイス国立工科大学）  
「ヨーロッパにおける雪氷研究の現状」  

叫 特にスイスの例を中心として 騨   

62．12．4 第2匝l理。幹事会（KKR札幌）16：00～18：00   

63。2．19  地方談話会（小樽道断ホール）13：30～16：30 98名  

主催 ：日本雪氷学会北海道支部  

小樽市教育委員会  
第13回ウインターフェスティバル実行委員会  

テーマ：「小樽の冬と暮らし」  
講演と講師：「積雪の話」  

秋田谷英次（北大低塩科学研究所）  
「遺跡と雪氷」出国指定史跡手宮洞窟の現状と対等出  

早川 和夫（北海学園大）  
「雪とスポーツ」一山スキーと技術。そして衣食住劇  

清水 園通（小樽市桜陽高校）   

63．4．22 第3回幹事会（北大低温科学研究所）   

63．4．22 第3回理事会・幹事会（札幌市民会館会議室）   

63．5．25 第4回幹事会（北大低温科学研究所）  

《62．10．5←7 日本雪氷学会全国大会（釧持市・パシフィックホテル）》  
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昭和62年度会計報告  

収入の部   

費  目   予 算 案   決 算 額   差 額   

前年度繰越金   100，581   100，581  0   

本部交付金   410，000   410，000   0   

出版物等売上げ   0   3，600   3，600   

預金利子  0   357  357  

計   510，581   514，538   3，957   

支出の部  

費 目   項  目   予 算 案   決 算 額   差 額   

事業費   講 演 会   30，000   20，000   △10，000  

研究発表会   30，000   13，000   △17，000  

地方談話会   160，000   72，600   △87，400  

機関誌発行   70，000   43，200   △26，800  

小  計   290，000   148，800   △141，200   

絵  会議費  10，000   11，000   1，000  
理・幹事会   50，000   45，630   △4，370  

小  計   60，000   56，630   △3，370   

事  務  費  120，000   127，070   7，070   

予  備  費  40，581   0   △40，581  

捻  
計  510，581  332，500  △178，081  

収 入 額  514，538   
支 出 額  332，500  

182，038 －  次年度繰越し   
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昭和63年度事業計画   

昭和63年6月7日（火）、（北大学術交流会館）  

同上  

「北海道の雪氷」第7号発行－一昭和63年7月予定  

1～2回  

i回   

3回   

4回  

昭和63年10月29日、50同年記念講演  
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総会  

研究発表会  

機関誌  

講演会  
地方談話会  

理事会  

幹事会  

その他  

昭和63年度会計計画  

費 目   前年度予算（決算）   63年度予算   

前年度繰越金   100，581  182，038   

本部交付金   410，000   300，000   

出版物等売上げ   3，600   0   

預金利子   357   0   

合 計   514，538   482，038  

収入の部  

支出の部  

研究発表会   15，000   
地方談話会   

1回  

150，000   且回  

機関誌発行   45，000   i回  

小  計   260，000  

会議費   総  15，000   1回  

理。幹事会   50，000   3へ・4回  

小  計   65，000  

事務費  130，000  

予備費  27，038  
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昭和63年度 日本雪氷学会北海道支部役員  
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長
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北海道大学教授・低温科学研究所  

日本気象協会北海道本部参与  

札幌市建設局長  

北海道工業大学名誉教授  

日本電信電話株式会社北海道総支社  

技術企画部長  

716－2111 内5470  

62卜2456  

21卜2500  

741－4467  

212－4500  

01572－4－7786  

716－2111 内5481  

511－8114  

251－1111  

24卜9181  

73ト8645  

892－5001  

241－1893  

231－4111 内2751  

716－2111 内6183  

27卜3028  

221－7840  

841－1111 内290  

015射41－6161内328  

621－4211  

881－6435  

0166－26－1111  

25卜1111  

611－6121 内400  

84卜1161  

851－9221  

851－9141  

681－2161 内255  

25卜9144  

231－1151  

25卜1111 内5430  

84卜1111 内207   

大野 武敏  北見工業大学教授  

小野 建雄  北海道大学教授。低温科学研究所  

五十嵐柳幸   （株）地崎工業土木部長  

梶山 義夫  北海道電力（株）土木部長  

金谷 重亮  日本道躇公団札幌建設局長  
木下 誠一   北星学園大学教授  

国島 峯夫  札幌市青少年科学館長  

洪  悦郎  北海道建築指導センター理事長  

斉藤 省吾  北海道土木部長  

佐伯  浩  北海道大学教授。工学部  

佐々木晴美  北海道開発技術センター専務理事  

佐藤 直一  北方圏センター事務局長  

竹内 政夫  北梅道開発局開発土木研究所  

防災雪氷研究室長  

東海林明地  北海道教育大学教授。釧持分校  

川治 正則  道立寒地建築研究所第二研究部長  

中山 道夫  北海道電力（株）総合研究所長  

波岸 裕光  旭川市市長公室長  

橋本  勤  北海道電力（株）工務部長  

花房 龍男  札幌管区気象台技術部長  

早川 和夫  北海学園大学教授。工学部  

林  帽  北海道開発コンサルタント道路設計  

部長  
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北海垣農業試験場農業物理部長  

北海道工業大学教授  

JR北海道工務部長  

北海道開発局営繕部長  

北海道電力（株）土木計画課長  

北海道開発局開発土木研究所道路  

部長  
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716－2111 内5492  

716－2111 内5473  

716－2111 内5Jほ4  

716－2111 内5469  

84卜1111 内294  

621－2456  

24卜9181 内522  

212－4383  

841－1161  

611－6126 内461  

892－5001  

231－4111 内2159  

0166－26－1111内206  

27卜3028  

25卜1111 内4721  

85卜9141 内234  

01572－4－7786  

01652－3－2934  

0155－48－5111内290  

0154－4ト6161内330  

0138－55－1509   

幹事長  福田 正己  北海道大学低温科学研究所  

会計幹事 河村 俊行  北海道大学低温科学研究所  

庶務幹事 滝澤 隆俊  北海道大学低温科学研究所  

庶務幹事 香内  晃  北海道大学低温科学研究所  

幹 事  石本 敬意  北海道開発局開発土木研究所  

金田 安弘  日本気象協会北海道本部調査部  

川村 和幸  日本道路公団札幌建設局  

九我 寿幸  日本電信電話（株）北海道総支社  

桜井 修次  北海学園大学。工学部  

佐藤 尚志  札幌管区気象台高層謀  

高橋 膚哉  札幌市青少年科学館  

田中 良和  北海道企画振興部総務課調整係  

坪田 賢一  旭川市市長公室企画課  

原  文宏  北海道開発技術センター  

山崎  誠  北梅道電力（株）絵合研究所  

宮田  明  北海道農業試験場農業気象研究室  

地区幹事 高橋 傾平  北見工業大学一般教育等（自然）  

平松 和彦  北海道立士別高等学校  

土谷富士夫  帯広畜産大学農業工学科  

矢作  裕  北海道教育大学釧路分校  

顧 問  真井 耕象  北海道大学名誉教授  



編 集 後 記   

今年も斎藤新一郎氏より美しい版画と陸棲を御寄せいただきました。  

原画は色刷りなのですが予算の関係でカラー色刷できないのがまこと  

に残念です。采年はどのような作品を頂戴できるのか楽しみです。  

皆様の中にも雪や氷の現象にかかわるもの、雪氷研究に関するもの等  

の絵（スケッチ、版画など）がございましたなら、簡単な説明をつけ  

て支部事務局までお送り下さい。   

なお、今後支部の財政が厳しくなって行くことが予想されますので、  

事務局の判断により本号から広告を掲載して少しでも収入を増やす努  

力をいたしました。したがいまして、機関誌のスタイルが多少変りま  

したことを御了承ください。  

北海道の雪氷 恥7  

昭和63年7月26日 印刷  

昭和63年7月30日 発行  

要語日本雪氷学会北海道．支部  
札幌市北区北19条西8丁目  

北海道大学低温科学研究所内  
TEI」011－716－2111   

印刷所 札幌市中央区北3条東6丁目  

興  亜  空  

でEIJ231－0380～1  
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